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要旨 

 

 近年、都市交通における慢性的な渋滞は、通勤時間や余暇の減少、物流の遅延など、社会全

体に深刻な悪影響を及ぼしている。本探究では、高校生の視点から一般道の渋滞発生要因を紐

解き、改善策を検討することを目的とした。現地調査において、仙台市泉中央駅周辺にて時間

帯ごとの車両流動や駐車場の利用状況を調査し、渋滞要因を「道路構造」「環境」「心理」の 3

つに分類した。また、修学旅行での関係機関への訪問を通して、ハード面とソフト面での渋滞

解決の例や有効性についての知見を得た。その後、既存の渋滞緩和策についてそれまでの知見

から分析し、解決策を考案した。 

1 はじめに 

 

 都市部では、日々の通勤・通学・物流な

どにおいて自動車交通が不可欠な手段とな

っている。しかし、その一方で交通の集中

や道路の構造的問題、あるいは運転者の選

択行動によって、交通渋滞は頻発してお

り、市民生活や地域経済に大きな負荷を与

えている。渋滞は単に時間的損失を生むだ

けでなく、ストレスの増大、交通事故のリ

スク上昇、燃料消費の増加、そして環境汚

染の悪化など、多方面にわたる悪影響をも

たらしている。特に近年では、温室効果ガ

ス排出削減の観点からも、都市の交通をい

かに効率化するかが問われている。このよ

うな課題を背景に、私たちは高校生として

の立場から地域の渋滞の現状を把握し、そ

の原因と対策について具体的に探究するこ

ととした。 

 

２ 先行研究  

 

 交通渋滞に関して、特に高速道路におけ

る渋滞が「交通集中渋滞」「工事渋滞」

「事故渋滞」という三つの典型的な要因に

分類されることがわかっている。これら

は、NEXCO西日本や国土交通省などの資

料に基づき分類されている。私たちは、こ

の分類に相当するような事柄が一般道にお

いてもあるのではないかと考えた。こうし

た 

 

 

点を踏まえ、私たちは一般道における渋滞

要因を観察・分析し、それぞれを明確なカ

テゴリに分類することで、より効果的な対

策を検討するための土台を築こうと考え

た。 

 

３ 現地調査概要 

 

 調査対象地として、仙台市泉区にある泉

中央駅周辺および県道 22号線北部地域を選

定した。このエリアは、朝と夕の通勤時間

帯を中心に慢性的な渋滞が発生しており、

地域住民や通勤・通学者にとって日常的な

課題となっている。調査方法としては、特

に交通量が増加する 17時から 19時の時間

帯に注目し、将監トンネル出入口や泉中央

駅前の駐車場において、車両の通行台数や

駐車車両の増減を観察・記録した。車両の

通過台数については、トンネル入口上の歩

道から動画を撮影し、後ほど再生して 10分

間ごとの通行台数をカウントする形式をと

った。駐車場については、出入庫の状況を

観察しながら、時間帯ごとの駐車車両数を

カウンターを用いて計測し記録した。 



 
 

４ 調査結果 

 

 調査の結果、全ての時間帯において、仙

台方面へ向かう車両数が富谷方面へ向かう

車両数を常に上回っていた。特に 17時 30

分から 18時 30分の時間帯では、仙台方面

への交通量が顕著に増加している。また、

泉中央駅前の駐車場に関しては、18時を過

ぎたあたりから駐車車両数が急激に減少し

ていく傾向が見られた。駅を利用していた

人々が帰宅のために移動を開始する時間帯

と一致しており、周辺道路の交通量にも直

接的な影響を与えている可能性がある。 

 

 
５ 考察 

 

 このような結果を踏まえ、私たちは一般

道における渋滞の発生要因を以下の三つに

分類した。 

① 道路構造としての要因： 

信号機の間隔や切り替え周期、交差点の形

状、車線数の不足など。 

② 地域環境としての要因： 

駅前施設の集中、商業施設や学校の立地、

人の流動の集中など。 

③ 市民の心理的な要因：主要道路への依

存、迂回路への不安、慣れた道を選びやす

い傾向など。 

 これらの要因は互いに絡み合っているた

め単一の要因だけで渋滞を説明することは

困難であり、これら三つの観点から総合的

に渋滞を捉え、改善の方向性を模索する必

要がある。 

 

６ 修学旅行での知見 

  

 関西方面への修学旅行において、私たち

は阪神高速株式会社および、国土交通省近

畿地方整備局大阪国道事務所を訪問し、都

市部における渋滞対策についての知見を得

た。阪神高速では、渋滞の傾向を踏まえた

リアルタイム情報の提供、電光掲示板によ

る所要時間の表示、車線変更の誘導など、

利用者の判断をサポートする取り組みが行

われていた。これらは比較的低コストで実

現可能なソフト対策として有効であり、利

用者の行動に働きかける点が特徴である。

一方、大阪国道事務所では、道路そのもの

の構造を改善するハード対策も積極的に進

められていた。具体的には、立体交差の導

入や車線の増設、信号周期の見直しなどで

ある。これらの中には大規模な費用を伴う

ものもあるが、その分だけ効果も大きく、

長期的な視点での改善策として重視されて

いた。 

 

７ 渋滞対策について 

 

これらの知見を踏まえて、既存の案による

ものを含めた２つの渋滞解決案を提示す

る。 

 

 

①迂回路を提示する新たな道路標識の形態 

迂回路の利用をいかに市民に促すかは多く

のアプローチが考えられる。その中で、道

路上での情報伝達媒体としての案内標識に

着目した。以下は ChatGPTにより作成し



た、迂回路の情報を伝える道路標識であ

る。 

 

 
既存の道路標識と比べ、迂回路の存在を大

きく伝えるものとなっている。デザインに

ついては課題が多いものの、現状カーナビ

ゲーションに多くを委ねている現状に対し

てアナログなアプローチが逆に有効なので

はないだろうか。 

②カラーコーティング制度の部分的な導入 

渋滞が大きな社会問題となっているフィリ

ピンでは、カラーコーティングと呼ばれ

る、曜日と対応するナンバープレートの種

類の車両への交通規制が行われている。具

体的には、マニラ首都圏での高速道路にお

いてナンバープレートの末尾の数字に応じ

て通行を禁止する日付を定めている。この

制度の部分的な利用は 2020年の東京五輪で

当初考案されていた。通常時での利用は難

しいが、特定のイベントなどで車の流動が

完全に監視できる状況下においては採用す

ることも考えられるのではないだろうか。 

 

８ さいごに 

 

 本研究では、一般道における渋滞発生要

因を分類し、現地調査と行政機関からの知

見を通じて、それに基づいた改善策を検討

した。渋滞は一朝一夕に解決できる問題で

はないが、原因を多角的に把握し、実行可

能な範囲で改善策を提案することは可能で 

ある。私たちは、地域住民一人ひとりの意

識や行動が交通状況に与える影響を再認識

し、身近なところから渋滞緩和に貢献でき

る可能性があることを実感した。この探究

を踏まえて、今後の渋滞社会を見つめてい

きたい。 
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abstract 

The purpose of this study is to clarify  the main causes of traffic jams and  suggest effective ways to 

solve the problem. This research begins with  the field-work in the place  where traffic is heavy to 

find causes of traffic jams. This research indicates that 3 causes,environment,relationship, and 

feeling, can make traffic jams. From these notions, some ideas to remove traffic jams have been 

made. This insight may help to remove traffic jams and improve the quality of life. 
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